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●総務地域連携常任委員会（総務部、地域連携部、選挙管理委員会、収用委員会
　の所管及びこれに関連すること。他の常任委員会の所管に属さないこと。）
●予算決算常任委員会　理事
●議会運営委員会　委員
●四日市港管理組合　組合議員

　リニア中央新幹線三重県駅の駅位置早期決定に向けて
代表質問(2021年2月25日)から

Q.  リニア中央新幹線駅設置の意向表明が亀山市のみであったため、今後亀山市への誘致を行っていくことにな
 るが、県内駅候補地の決定に向けたスケジュールについて具体的にどう考えているのか。
A.  2023 年頃に見込まれる JR 東海による環境アセスメントの最初の手続きである配慮書の中で、現在 20km幅
 で示されているルート幅が、3km幅に絞られるとともに、直径 5kmの範囲円の概略駅位置が示されることか
 ら、その前の年までにリニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会で具体の駅候補地を決議し、JR 東海への
 要望を目指す。

　　三重県概略駅位置公表までのスケジュール
　2020 年 7月 「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」総会にて、三重県内各市町に駅設置の意向を
   2020 年 12 月までに表明するように提案。
　2021 年 1月   「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」より、2020 年 12 月までに駅設置の意向表明を
   行ったのは亀山市のみと発表があり、「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」として三
   重県駅を亀山市へ誘致していくことに決定。
　2021 年 9月   「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」へ、亀山市より駅として必要な条件や地域特性
   などを踏まえて駅候補地案を提出予定。
　2021 年秋以降 有識者によるアクセス性や県域への波及効果等の分析・評価予定。
　2022 年   「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」にて、具体の駅候補地を決議し、JR 東海に対
   する要望を目指す。
　2023 年頃  JR 東海による環境アセスメントの最初の手続きである配慮書の中に、直径 5kmの範囲円の概
   略駅位置が示される予定。

Q. リニア中央新幹線三重県駅設置に向けた気運醸成をどう行っていくのか。
A. 2020 年度は、啓発動画を作成し、三重県庁のホームページに掲載している。2021 年度は、この啓発動画を
 「経済」「観光」などのテーマごとに SNS により、積極的に発信していく。さらに、「みえリニア応援クラブ」
 を立ち上げ、会員自身が主体的に啓発動画の拡散や県イベントへの参画などの活動を展開していただく。

　　リニア啓発動画の閲覧方法

三重県のホームページのリニア
啓発動画のバナーをクリック
もしくは、下のQRコードを
読み込むとチャンネル三重県の
「三重を変える！
夢の超特急リニア中央新幹線」
の再生ページへ飛ぶことが
出来ます。 

三重を変える！
夢の超特急リニア
中央新幹線

途中省略

令和3年定例会(2月～ 3月)から
　三重県交通安全条例制定（交通安全の保持に関する条例の全部改正）
主な内容
(1) 県等の責務並びに市町、県民及び事業者の役割について規定する。
(2) 道路交通環境の整備、交通安全教育の推進及び高齢運転者の事故防止対策について規定する。
(3) 自転車損害賠償責任保険等への加入及び加入の確認等について規定する。

自転車損害賠償責任保険等への加入義務化 ( 令和 3年 10 月 1日より )


